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三大都市圏である現地でのイベントを
増やす一方、茅野市へ来ていただける
物件見学ツアーを、感染対策を行いな
がら実施した。

建設産業振興ビジョン

区
分

施策名称 進捗評価
総合評価

改革改善の具体的内容
主な取組内容や成果 課題

1
にぎわいのあ
るまちづくりの
推進（1）

順調

（R４評価）新型コロナが落ち着き
始め、オンラインからリアルのイ
ベントに変更した。移住相談件数
はR３の1.6倍となる338件となっ
た。
（総括評価）直近３年間はコロナ
禍でなかなか思うような活動は出
来なかったが、その中でも出来る
ことを積み重ねた結果相談件数
は増加傾向にあるので、成果は
出ている。

（R４評価）コロナ禍を経て移住
希望者が若年齢化してきてい
る、移住で求めてきているもの
が変化してきている中で、その
需要を見極め、その需要に応
えられるセミナー等を開催する
必要がある。
（総括評価）今後も移住希望者
の需要に応えられるようなセミ
ナー等を開催する必要があ
る。

進捗
評価

順調 説明

（Ｒ4評価）全ての施策において順調に進んでいる。１移住促進については、相談件数が増加して
いる。２長寿命化計画については橋梁の修繕率が県平均を上回り、上水道も計画通り進んでい
る。３セミナーの開催については商工会議所と連携した活動が進んでいる。
（総括評価）全ての事業において順調に進んでいる。（内容はＲ4評価の説明と同様）

今後の重点化
施策番号

1

関連市民団体等名称

開催回数
参加延べ人数

関連市民団体等名称

説明

ライフラインや住宅における耐震化は命を守る上で最も重要である。また、建設ビジョン策定委員
会において意見のあった、移住促進により人口増加や交流人口の増加を図るために基盤整備は
不可欠となる。

（Ｒ4評価）
①事業費の確保と事業量の消
化②法定耐用年数を超える管
路が増加傾向にある。③重点
地区へ、個別に働きかける
（総括評価）
①②事業費の確保と事業量の
消化。③重点地区へ、個別に
働きかける

①補助事業の活用する。②他事業と
の計画を整合することで、よりコスト縮
減を図り事業費をおさえていく必要が
ある。③ちの、宮川、金沢地区を重点
地区とし、集落懇談会の実施を個別に
区に働きかける。

3

地域を支える
建設産業の育
成、人材育成
確保（3）

順調

(R4評価)
研修会等受講に積極的に取組む
事業者からの交付申請があり、
目標値を大きく上回っている。計
画的に人材育成等に取組む事業
者支援となっている。
（総括評価）
研修会等の受講は商工会議所や
関係機関等を通じた周知が功を
奏し、目標値を上回る成果が出
て、人材育成支援に繋がってい
る。

（R4評価）
人材育成等支援は補助金交
付件数や補助金交付事業所を
増やしていく必要がある。
（総括評価）
補助金交付事業所が固定され
ていることから、新規事業所を
増やす周知活動が必要。

人材育成等支援は引続き制度の周知
に努め、補助金交付件数や事業所数
も増やしていきたい。

開催回数
参加延べ人数

関連市民団体等名称

建設産業ビジョン建設委員会

開催回数

主な意見 市の考えや対応など

進捗評価は順調に進んでいる。
今後の課題として建設業における人材の確保、育
成に取り組む必要がある。

建設業の人材の確保、育成は社会的な問題となって
おり、人材不足に加えて高齢化が進んでいる。働き
方改革などを取り入れた検討が必要である。

2

豊かな自然を
活かし環境に
配慮した災害
に強いまちづく
りの推進（2）

順調

（Ｒ4評価）
①16件の修繕が終了した。②米
沢の送水管工事、蓼科系統の配
水管工事を実施。蓼科第6配水
池築造工事が完了③広報、耐震
改修の必要性や助成制度につい
て説明を実施。
（総括評価）
①②③順調に進んでいる

参加延べ人数

1

17


